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平
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サロベツ原野展望台

振老渡船場跡

天塩川歴史資料館
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天塩岳道立自然公園

塩狩峠

サンルダム建設予定地
風連20線堰堤

▲ 天塩岳

▲ 函岳

ポンテシオダム
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安
平
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内
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物
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寒
別
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雄
信
内
川

サ
ロ
ベ
ツ
川

岩尾内ダム

ポンテシオダム

名寄市北国博物館

智恵文沼

恩根内テッシ

北海道命名の地の碑
アトリエ3モア

ダウン・ザ・テッシ・オ・ペッ
（スタート）

ダウン・ザ・テッシ・オ・ペッ
（ゴール）

サロベツ原野展望台

振老渡船場跡

天塩川歴史資料館

川口遺跡風景林

鏡沼

朱鞠内湖

パンケ沼

ペンケ沼

紋穂内湖

天塩岳道立自然公園

塩狩峠

サンルダム建設予定地
風連20線堰堤

▲ 天塩岳

▲ 函岳

旭川

函館

網走

稚内

釧路札幌

帯広

天塩川流域
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109水系

1964年（昭和39）に制定された新河川法では、分水界や大河
川の本流と支流で行政管轄を分けるのではなく、中小河川ま
でまとめて治水と利水を統合した水系として一貫管理する方
針が打ち出された。その内、「国土保全上又は国民経済上特に
重要な水系で政令で指定したもの」（河川法第4条第1項）を
一級水系と定め、全国で109の水系が指定されている。

【天塩川流域の地図】
国土地理院基盤地図情報（縮尺レベル25000）「北海道」及び、国土交通省国
土数値情報「河川データ（平成21年）、流域界データ（昭和52 年）、湖沼デー
タ（平成17年）、ダムデータ（平成17年）、鉄道データ（平成25年）」より編集
部で作図
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤
地図情報を使用した。（承認番号　平26情使、第516号）

天塩川の名前
アイヌ語の「テッシ（梁〈やな〉）・オ（多い）・ペッ（川）」

から。梁とは、河川に杭や石などを列状に敷設して水流を堰
き止め、流れに導かれてきた魚類を捕獲する漁具や仕掛けの
こと。梁状の岩が、川を横切っていたことに由来する。

「大河と共に　北へ向かえ」
2011年（平成23）に北海道上川総合振興局が募集したキャッ
チフレーズで、最優秀賞に選ばれた小栗卓さん（北海道美深
町）の作品。

坂本クンと行く川巡り  第５回  

Go! Go! 109水系

大河と共に北へ向かえ！ 天塩川

坂本クンと行く川巡り  第５回  

Go! Go! 109水系

大河と共に北へ向かえ！ 天塩川
（北海道）

川系男子 坂本貴啓さんの案内で、
編集部の面々が109水系を巡り、

川と人とのかかわりを探りながら、
川の個性を再発見していく連載です。



 

 

▲
利尻山

利尻島

礼文島

 

 

▲
利尻山

利尻島

礼文島
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坂本貴啓さん
さかもと たかあき

筑波大学大学院 
システム情報工学研究科 博士後期課程
構造エネルギー工学専攻在学中

1987 年福岡県生まれの川系男子。北九
州で育ち、高校生になってから下校途
中の遠賀川へ寄り道をするようになり、
川に興味を持ち始め、川に青春を捧げ
る。高校時代にはYNHC（青少年博物
学会）、大学時代にはJOC（Joint of
College）を設立。白川直樹研究室『川
と人』ゼミ所属。河川市民団体の活動
が河川環境改善に対する潜在力をどの
程度持っているかについて研究中。

天塩川：

水系番号 ： 1
都道府県 ： 北海道

源流 ： 天塩岳（1557ｍ） 
河口 ： 日本海  

本川流路延長 ： 256km 4位／109

支川数 ： 160河川 25位／109

流域面積 ： 5590km2 10位／109

流域耕地面積率 ： 15.0％ 27位／109

流域年平均降水量 ： 1127mm 101位／109

基本高水流量 ： 6400m3/s 47位／109

河口の基本高水流量 ： 8880m3/s 46位／109

流域内人口 ： 8万7000人 76位／109

流域人口密度 ： 16人/km2 104位／109

（基本高水流量観測地点：誉平〈ぽんぴら　河口から58.93㎞地点〉）
河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積  ×  比流量（基本高水流量÷基準点の集水面積）
データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技術協会発行の日本河川図の裏面）

南
北
に
細
長
く
不
思
議
な
流
れ

今
回
の
川
巡
り
は
、
水
系
番
号
１
で

道
北
の
大
河
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

天
塩
川

て
し
お
が
わ

を
選
び
ま
し
た
。

北
海
道
内
２
番
目
、
日
本
で
は
４
番

目
に
長
い
雄
大
な
川
で
す
が
、
東
西
を

山
脈
に
狭
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
南

北
に
細
長
く
流
れ
、
流
域
面
積
は
日
本

で
10
番
目
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
図
を
眺
め
る
と
、
天
塩
川
の
河
口

近
く
の
流
れ
は
と
て
も
不
思
議
。
天
塩

町
と
幌
延
町

ほ
ろ
の
べ
ち
ょ
う

の
境
界
で
い
っ
た
ん
西
へ

向
き
を
変
え
、
海
岸
ま
で
あ
と
少
し
と

い
う
所
で
再
び
向
き
を
変
え
て
南
流
し

ま
す
。
北
側
か
ら
長
く
延
び
て
い
る
海

岸
砂
丘
に
遮
ら
れ
る
た
め
で
す
。
浜
堤

に
沿
っ
て
10
d
ほ
ど
流
れ
た
の
ち
、
天

塩
町
の
市
街
地
前
で
や
っ
と
日
本
海
に

注
ぎ
、
13
市
町
村
を
貫
く
２
５
６
d
の

長
い
旅
を
終
え
ま
す
。

河
口
の
天
塩
町
で
は
利
尻
富
士
（
利

尻
山
）
を
バ
ッ
ク
に
夕
陽
が
沈
む
風
景

が
見
所
な
の
で
す
が
、
こ
の
日
は
あ
い

に
く
曇
り
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

気
温
の
年
格
差
は
60
℃

夏
の
北
海
道
は
湿
度
も
低
く
快
適
で

す
。
し
か
し
、
冬
季
は
マ
イ
ナ
ス
30
℃
。

１
９
３
１
年
（
昭
和
６
）
１
月
27
日
、
美

深
町
で
観
測
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ス
41
・

５
℃
は
日
本
の
最
低
気
温
記
録
で
す
。

天
塩
川
の
流
域
の
ほ
と
ん
ど
は
典
型

的
な
内
陸
性
気
候
で
、
気
温
の
年
格
差

は
60
℃
以
上
に
な
り
、
多
雪
寒
冷
地
帯
。

冬
は
厳
し
い
の
で
す
。

25
も
残
る
旧
川
（
三
日
月
湖
）

自
然
の
川
は
、
も
と
も
と
曲
が
り
く

ね
っ
た
形
状
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
蛇
行
し
過
ぎ
る
と
水
が
流
れ

に
く
く
な
り
、
洪
水
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
水
の
流
れ
に
く
さ

を
解
消
す
る
た
め
に
蛇
行
部
を
切
り
、

川
を
で
き
る
だ
け
直
線
に
し
て
水
を
流

れ
や
す
く
す
る
の
が
捷
水
路

し
ょ
う
す
い
ろ

（
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
）
事
業
で
す
。

北
海
道
庁
の
技
師
で
あ
っ
た
岡
崎
文ぶ

ん

吉き
ち

（
１
８
７
２
〜
１
９
４
５
年
）
は
「
河
道

の
直
線
化
は
天
然
の
河
道
の
平
衡
状
態

を
破
壊
す
る
も
の
で
、
新
水
路
及
び
上

流
在
来
河
床
の
維
持
が
困
難
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
（『
石
狩
川
治
水
調
査
報

文
』
１
９
０
９
年
〈
明
治
42
〉）
。
し
か
し
北

海
道
の
河
川
改
修
初
期
に
は
、
結
果
的

に
捷
水
路
工
事
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

切
り
離
さ
れ
た
蛇
行
部
分
に
沢
水
な

ど
が
入
っ
て
い
る
所
は
、
三
日
月
湖

（
河
跡
湖
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
州
で

は
三
日
月
湖
を
埋
め
立
て
て
宅
地
造
成

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
天
塩
川

に
は
25
カ
所
も
の
三
日
月
湖
が
残
っ
て

い
ま
す
。

美深町の恩根内（おんねない）に残る、名前の由来となった
テッシ=梁状の岩。天塩川中流部に多かったテッシは、流下
の支障となるため河川改修の際に多くが撤去された。
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川
本
来
の
機
能
は
な
く
な
っ
た
三
日

月
湖
で
す
が
、
調
節
池
と
し
て
内
水
氾

濫
を
防
止
し
た
り
、
農
業
用
水
、
止
水

域
の
生
物
の
生
息
場
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
場
な
ど
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま

す
。
智
恵
文
沼
（
名
寄
市
）
は
〈
ひ
ぶ
な

の
里
〉
と
し
て
釣
り
の
名
所
に
な
っ
て

い
ま
す
し
、
紋
穂
内
湖

も
ん
ぽ
な
い
こ

（
美
深
町
）
を
キ

ャ
ン
プ
や
ス
ポ
ー
ツ
、
カ
ヌ
ー
な
ど
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
〈
森
林
公
園
び
ふ
か
ア
イ
ラ

ン
ド
〉
と
い
う
施
設
も
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
は
湾
曲
部
の
澱
み
に
か
つ
て
生
息

し
、
生
き
た
化
石
と
も
呼
ば
れ
る
チ
ョ

ウ
ザ
メ
を
飼
育
・
展
示
す
る
チ
ョ
ウ
ザ

メ
館
が
あ
り
ま
す
。

三
日
月
湖
は
、
当
時
の
天
塩
川
の
姿

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
名
残
。
こ
こ
が

川
だ
っ
た
歴
史
を
利
用
者
の
人
に
知
っ

て
も
ら
っ
て
、
天
塩
川
に
関
心
を
持
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

ダ
ウ
ン
・

ザ
・
テ
ッ
シ
・
オ
・
ペ
ッ

行
き
来
を
遮
る
河
川
構
造
物
が
少
な

い
天
塩
川
。
風
連

ふ
う
れ
ん

20
線
堰
堤
（
名
寄
市
）

か
ら
河
口
ま
で
、
１
５
７
d
も
の
距
離

を
自
由
に
行
き
来
で
き
る
た
め
、
海
と

川
を
行
き
来
す
る
回
遊
魚
（
サ
ケ
、
サ
ク

ラ
マ
ス
、
ウ
グ
イ
、
ワ
カ
サ
ギ
、
イ
ト
ヨ
、
ウ
キ

ゴ
リ
、
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
類
、
シ
ラ
ウ
オ
、
イ
ト
ウ
な

ど
）
も
豊
富
で
す
。

河
川
構
造
物
が
少
な
い
の
は
、
あ
ま

り
水
を
必
要
と
し
な
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

て
ん
さ
い
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
を
つ
く
っ

て
き
た
こ
と
と
、
流
域
の
稲
作
の
北
限

が
美
深
で
、
水
田
用
の
取
水
堰
が
必
要

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
天
塩
川
最
上
流

部
か
ら
す
ぐ
南
の
旭
川
周
辺
（
石
狩
川
流

域
）
は
一
大
穀
倉
地
帯
で
す
が
、
天
塩

川
に
は
穀
倉
地
帯
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地

理
的
・
気
候
的
要
因
が
、
長
距
離
に
わ

た
っ
て
堰
が
な
い
川
、
魚
も
人
も
自
由

に
上
り
下
り
で
き
る
川
を
つ
く
り
出
し

た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
９
９
２
年
（
平
成
４
）
に
始
ま
っ
た

〈
ダ
ウ
ン
・
ザ
・
テ
ッ
シ
・
オ
・
ペ
ッ
〉

と
い
う
カ
ヌ
ー
大
会
設
立
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
、
北
海
道
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ

ー
ク
ラ
ブ
代
表
の
酒
向

さ
こ
う

勤
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
20
歳
の
と
き
に
初
め
て
カ
ヌ
ー
に
乗

っ
て
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
、
国
体
に
出

場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
各

地
を
転
戦
す
る
う
ち
に
、
水
質
、
カ
ヌ

ー
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
堰
や
ダ
ム
な
ど

の
河
川
構
造
物
が
少
な
く
長
い
距
離
が

取
れ
る
こ
と
な
ど
、
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
た
北
海
道
の
河
川
環
境
は
、
と

て
も
恵
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
」

し
か
し
競
技
用
カ
ヤ
ッ
ク
は
す
ぐ
に

ひ
っ
く
り
返
っ
て
し
ま
う
の
で
、
カ
ヌ

ー
の
楽
し
さ
が
伝
わ
り
に
く
い
。
そ
こ

で
競
技
用
カ
ヤ
ッ
ク
で
は
な
く
、
地
元

の
木
を
使
っ
た
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー

づ
く
り
に
着
目
し
ま
し
た
。

「
自
作
カ
ヌ
ー
な
ら
乗
り
た
く
な
る
し
、

家
族
を
乗
せ
た
く
な
り
ま
す
。
お
父
さ

ん
と
し
て
の
株
も
上
が
り
ま
す
よ
」

天
塩
川
を
流
域
圏
と
し
て

〈
ダ
ウ
ン
・
ザ
・
テ
ッ
シ
・
オ
・
ペ
ッ
〉

は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
カ
ヌ
ー
を
楽
し
む

だ
け
で
な
く
、
天
塩
川
流
域
を
生
活

圏
・
文
化
圏
と
し
て
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
大
会
運
営

に
取
り
組
む
首
長
さ
ん
の
お
話
を
う
か

が
う
と
、
実
は
、
青
年
の
と
き
か
ら
と

も
に
活
動
し
た
仲
間
。
遮
る
も
の
が
な

い
天
塩
川
が
、
人
の
交
流
も
活
発
に
し

た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

実
際
に
流
域
を
単
位
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
振
興
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
、

上
川
総
合
振
興
局
の
竹
内
剛
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
天
塩
川
流
域
は
、
共
通
し
た
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
人
口
流
出
、

都
市
か
ら
遠
い
た
め
観
光
の
空
白
エ
リ

ア
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
第
一

次
産
業
中
心
で
経
済
的
な
停
滞
が
見
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
音
威
子
府

お
と
い
ね
っ
ぷ

村
の
人
口

は
９
０
０
人
。
流
域
市
町
村
で
一
番
少

な
く
、
一
村
だ
け
で
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
で
天
塩
川
流
域

の
３
市
８
町
１
村
が
一
体
と
な
っ
て
、

川
で
つ
な
が
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

『
地
域
文
化
の
創
造
』『
流
域
環
境
の

保
全
・
創
造
』『
健
康
増
進
と
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
・
交
流
』
が
三
つ
の
柱
で
す
」

移
住
・
定
住
の
促
進
に
も
力
を
入
れ

て
い
て
、
天
塩
町
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
着
任
し
た
菅
原
英
人
さ
ん
も
、
ヨ

上：名寄市の風連20線堰
堤。ここから下流には、
河口まで157kmもの間、
河川を遮る構造物はない。
左：名寄河川事務所副所
長の谷本昌敏さんに岩尾
内ダム〜中流域をご案内
いただいた。

上から酒向勤さん、中川
町長の川口精雄さん、音
威子府村長の佐近勝さん。

上川総合振興局地域政策
部の竹内剛さん。

名寄市にある智恵文沼。1939年（昭和14）に本川から
切り離された。〈ひぶなの里〉として釣りの穴場に。

天塩町地域おこし協力隊
の菅原英人さん。
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ソ
者
を
引
き
寄
せ
る
天
塩
川
の
魔
力
に

引
き
寄
せ
ら
れ
た
一
人
。
幻
の
魚
イ
ト

ウ
を
釣
り
上
げ
た
い
！
　
と
い
う
思
い

が
移
住
に
つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
大
河
と
共

に
北
へ
向
か
え
」。
天
塩
川
を
訪
れ
る

と
き
に
は
、
充
実
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
是
非
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

川
の
道

酒
向
さ
ん
か
ら
、
天
塩
川
の
生
活

圏
・
文
化
圏
と
し
て
の
側
面
も
う
か
が

い
ま
し
た
。

「
天
塩
川
は
、
北
海
道
北
部
の
内
陸
部

と
西
の
日
本
海
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

支
流
に
分
け
入
れ
ば
東
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
、

南
の
石
狩
川
水
系
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

天
塩
川
流
域
の
木
材
は
寒
冷
地
で
す

か
ら
木
目
の
詰
ま
っ
た
良
材
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
大
変
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。
ア

カ
エ
ゾ
マ
ツ
は
ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
な
ど
の
楽
器
と
し
て
輸
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
船
の
甲
板
や
家
具
材
と
し
て
人

気
が
高
か
っ
た
ミ
ズ
ナ
ラ
に
は
〈
オ
タ

ル
オ
ー
ク
〉
と
い
う
名
が
つ
き
ま
し
た

が
、
本
来
は
天
塩
川
流
域
か
ら
産
出
し

た
も
の
。
天
塩
川
の
生
み
出
し
た
産
物

の
歴
史
を
知
っ
て
、
流
域
の
み
な
さ
ん

に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
」

変
遷
を
遂
げ
る
産
業

原
始
が
残
る
よ
う
に
見
え
る
天
塩
川

流
域
で
も
、
生
産
の
現
場
は
景
気
や
社

会
情
勢
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
興
味
深
い
歴
史
に
つ
い
て

話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
名
寄
市
北

国
博
物
館
の
元
館
長
鈴
木
邦
輝
さ
ん
。

「
川
は
先
史
時
代
か
ら
交
通
路
で
あ
り
、

狩
猟
の
場
。
で
す
か
ら
、
北
海
道
の
先

住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
も
水

系
単
位
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

サ
ン
ル
川
（
沙
留
〈
さ
る
る
〉
越
え
の
峠
道

と
な
る
川
と
い
う
意：

ル
ー
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
交

通
路
の
こ
と
）
を
は
じ
め
、
ア
イ
ヌ
語
の

地
名
か
ら
推
測
し
て
、
東
・
西
・
南
に

向
か
う
16
本
の
ル
ー
ト
が
確
認
で
き
る

そ
う
で
す
」

江
戸
時
代
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
交
易

独
占
権
を
認
め
ら
れ
た
松
前
藩
（
現
在
の

北
海
道
松
前
郡
松
前
町
に
居
所
を
置
い
た
藩
）
は
、

豊
富
な
水
産
資
源
の
交
易
で
財
を
築
き

ま
し
た
。
し
か
し
天
塩
川
河
口
の
浜
が

ニ
シ
ン
漁
に
湧
く
の
は
他
に
遅
れ
、
大

正
に
な
っ
て
か
ら
。
開
拓
民
の
農
業
生

産
も
軌
道
に
乗
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
、

そ
の
間
、
産
業
の
中
心
と
し
て
地
域
の

経
済
を
支
え
た
の
は
林
業
で
し
た
。
　

前
述
の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
や
ミ
ズ
ナ
ラ

以
外
に
も
、
ヤ
ナ
ギ
類
は
マ
ッ
チ
の
軸
、

セ
ン
（
ハ
リ
ギ
リ
）
は
下
駄
、
イ
チ
イ
（
オ

ン
コ
）
は
鉛
筆
、
ク
ル
ミ
は
鉄
砲
の
銃

座
と
し
て
国
内
消
費
さ
れ
、
地
元
に
は

マ
ッ
チ
の
軸
の
加
工
工
場
も
あ
っ
て
大

き
な
雇
用
を
担
っ
た
そ
う
で
す
。

「
次
に
重
要
な
輸
出
品
と
な
っ
た
の

は
、
ハ
ッ
カ
と
バ
レ
イ
シ
ョ
で
す
。
特

に
バ
レ
イ
シ
ョ
は
第
一
次
大
戦
時
に
イ

ギ
リ
ス
で
衣
料
用
の
糊
と
し
て
需
要
が

伸
び
、
１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
に
は
名

寄
盆
地
一
帯
で
８
７
５
戸
も
の
デ
ン
プ

ン
加
工
場
が
操
業
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
前
の
北
海
道
の
畑
作
を
代

表
す
る
作
物
と
し
て
亜
麻
が
あ
り
ま
す
。

最
盛
期
の
大
正
末
に
は
、
繊
維
に
加
工

す
る
工
場
が
50
を
超
え
る
重
要
な
地
場

産
業
で
し
た
。
し
か
し
亜
麻
は
ト
ラ
ッ

ク
用
幌
、
軍
服
な
ど
軍
需
品
と
し
て
用

い
ら
れ
た
の
で
戦
後
は
衰
退
し
、
化
学

繊
維
の
登
場
で
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
ま
し
た
」

「
ま
た
、
中
流
部
の
名
寄
盆
地
で
は
、

長
ら
く
水
利
に
恵
ま
れ
ず
、
戦
後
の
食

糧
増
産
ブ
ー
ム
の
と
き
に
は
タ
コ
ツ
ボ

と
呼
ば
れ
る
素
掘
り
の
溜
池
を
つ
く
っ

て
動
力
揚
水
し
て
い
ま
し
た
。

上：音威子府の木に
惚れ込んでアトリエ
を構えた彫刻家 砂澤
ビッキの〈アトリエ
３モア〉に置かれた
樹種見本。
左：名寄市北国博物
の鈴木邦輝さん。

中川町ナポートパークそばの地点から、〈ダウン・
ザ・テッシ・オ・ペッ〉の2日目がスタート。カヌー
がミズスマシに見えるぐらい川幅も雄大だ。流域には
温泉やキャンプ場に隣接してカヌーポートが整備され
るなど、川下り環境が抜群な天塩川。

１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）
完
成
の

岩
尾
内

い
わ
お
な
い

ダ
ム
か
ら
剣
和
幹
線
用
水
を
導

水
し
た
こ
と
で
、
剣
淵
町
と
和
寒
町
に

７
０
０
〜
８
０
０
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
タ
コ
ツ
ボ
は
消
滅
し
ま
し
た
が
、

国
が
減
反
政
策
に
着
手
し
た
た
め
、
開

拓
以
来
、
大
変
な
努
力
を
し
て
米
が
つ

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
、
つ
く
っ

て
は
な
ら
な
い
時
代
が
訪
れ
ま
し
た
。

減
反
政
策
の
下
、
道
北
に
は
厳
し
い

休
耕
田
配
分
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
実

は
名
寄
市
は
日
本
一
の
も
ち
米
の
産
地
。

も
ち
米
の
ほ
う
が
う
る
ち
米
よ
り
冷
害

時
の
影
響
が
少
な
く
、
品
質
維
持
に
適

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、
一
大
生
産
地
へ
と
発
展
し

た
の
で
す
」

平
地
が
少
な
い
天
塩
川
流
域
で
、
労

力
を
か
け
て
拓
か
れ
た
耕
作
地
は
、
転

作
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
、
社
会
の
要
請

に
応
じ
て
生
か
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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NPO法人 天塩川を清流にする会
NPO法人 天塩川を清流にする会会長　渡部旭さんのお話 

天塩川も一時期、上流から家電製品が流れ着くなど、とても汚れた時期があ
りました。それで河川環境の美化と地域の活性化を目指して、1996年（平成８）
に会を設立しました。天塩小学校での雪祭り〈てしおスノーランド〉の開催や、
天塩砂丘を活用したブランド野菜の開発、鏡沼公園の西の丘にハマナスを植え
て、100万本のハマナスが咲く丘づくりに取り組んでいます。

天塩大橋が架かるまでは、河口付近に10カ所もの渡船場がありました。中で
も一番賑わっていた振老（ふらおい）渡船場跡周辺に、カシワの木を植樹して
います。防風林には一般的にクロマツが用いられますが、寒冷域の当地では木
材も葉も利用できるカシワを用いています。

天塩川歴史資料館
天塩町役場企画商工課振興計画係係長　米田孝利さんのお話 

天塩川河口は、サロベツ原野にかけて長く発達した砂嘴（浜堤）によって形
成された天然の防波堤（この部分は天塩町ではなく幌延町に属する）に守られ
た良港で、明治期には木材の集積地となり材木問屋が軒を連ねて賑わいました。
郡役場、警察、営林署などの各行政施設が置かれて、道北における中核都市の
一つとして大いに栄えました。中心市街地には当時の面影を偲ばせる建物も多
く残り、赤煉瓦の旧役場庁舎はその象徴です。天塩町の歴史を物語る物資運搬
の大型川舟を2分の1サイズで復元した〈長門船〉をメインに展示しています。

天
塩
川
で
つ
な
が
る

外
か
ら
訪
れ
た
人
間
か
ら
見
る
と
自

然
が
残
り
、
う
ら
や
ま
し
く
思
わ
れ
る

天
塩
川
。
そ
れ
で
も
地
元
の
方
に
う
か

が
う
と
、
製
紙
工
場
が
で
き
て
川
が
汚

れ
た
り
、
危
な
い
か
ら
川
に
は
近
づ
か

な
い
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
た
時
代
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越

え
、
流
域
で
は
今
、
天
塩
川
を
核
と
し

て
つ
な
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
と
地
域
が
一
丸
と
な

っ
て
課
題
に
向
か
っ
て
い
て
、
こ
ん
な

に
長
い
川
な
の
に
、
天
塩
川
が
ち
ゃ
ん

と
中
心
に
い
る
。
流
域
を
巡
っ
て
、
そ

ん
な
こ
と
が
肌
で
感
じ
ら
れ
る
川
巡
り

と
な
り
ま
し
た
。

取
材：

２
０
１
４
年
７
月
19
〜
21
日

森と匠の村 音威子府
東のオホーツク海、西の日本海まで約50kmに位

置する音威子府村。豊富な森林資源を生かした工芸
の村として、1984年（昭和59）村立農業高校を工芸
科へ改組。現在は、北海道おといねっぷ美術工芸高
等学校として、東海大学との高大連携事業やスウェ
ーデンとの国際交流活動なども行なっています。総
人口の約15％が高校の生徒、関係者で、生徒は住民
票を移すことが義務づけられ、村民の一人として生
活しながら学んでいます。

また、旭川出身の彫刻家 砂澤ビッキが、廃校とな
った筬島（おさしま）小学校に1978年（昭和53）ア
トリエを構え、亡くなるまでの十余年、精力的に木
彫作品の制作を行なった縁の地。ビッキのスタジオ
は〈アトリエ３モア〉として公開中で、村立高校の
生徒がボランティアスタッフを担っています。

松浦武四郎の足跡
松浦武四郎（1818〜1888年）は、28歳から41歳まで6度の北海道探査を行なった

探検家です。5度目の踏査のとき（1857年〈安政4〉）、二人乗りの丸太舟で天塩川上
流まで遡上しました。

51歳のとき明治維新が起き、松浦は開拓判官という役職に任命されて道名や地区
境界の選定にかかわりました。

北海道を何度も訪れるうちにアイヌ語を解するようになった松浦は、アイヌの人
たちが自分たちのことをカイ（この地に住む人）と呼んでいることを知って、北加
伊道（きたかいどう）を含めた6案を提案しました。

調査報告書の随所に「アイヌ民族の命と文化を救うべき」と書き残した松浦は、
長年の功績から従五位という位を贈られましたが、止まないアイヌ民族への差別に
憤り、開拓使を半年ほどで辞職し従五位を国へ返上しました。

松浦は伊能忠敬や間宮林蔵ほど知名度は高くありませんが、地元の文化や風土を
大切にした人として、天塩川流域で誇りを持って語られています。

北海道命名の地の碑
音威子府村長　佐近勝さんのお話 

商工会青年部のとき、音威子府村史の中に、松浦
武四郎がアイヌの古老との話の中で北加伊道という
地名を思いついたという記述を見つけたんです。ア
カデミックな裏づけが必要だろうと研究者の先生に
聞きに行くと、松浦武四郎が書いた『天塩日誌』

（1861年〈文久元〉）は脚色のある旅行記だ、という
見解でした。

天塩川の魅力を流域で暮らしている人と再確認し
て新たな関係をつくりたいと考え地域の活性化とし
てとらえていたので、堅苦しいことは抜きにして、
手づくり筏イベントに合わせて〈命名の地〉宣言を
して碑を建立しました。 碑を川に向けたのも、カヌ
ーに乗る人たちがこういう歴史に少しでも興味を持
ってくれたらなあ、という気持ちの現れです。

上：総面積200Hに及ぶ低湿な泥炭地 サ
ロベツ原野と利尻山を望む。サロベツ川
は、天塩川河口近くで合流。
左：幌別河川事務所の五十嵐幸雄さんは、
パトロール中にオジロワシやチュウヒな
どをよく見かけるそうだ。「食物連鎖の
頂点にいる猛禽類が多く生息できるのは、
天塩川周辺の自然環境が豊かだから」。

流域界にあたる於鬼頭（おきと）
峠付近にある馬背橋から川に入
る。源流である天塩岳原生林か
ら流れ出る水は、夏でもしびれ
るほどの冷たさ。

塩狩峠はかつての天塩国と石狩
国の境界にあり、天塩川水系と
石狩川水系の分水界でもある。
三浦綾子の作品名となって、全
国的に知られるようになった。


